
令和６ 年度 アンケート の結果と 分析 

昨年１ ２ 月上旬に実施し たアンケート 調査へのご協力あり がと う ございま し た。  

その結果を も と に、 ２ 月２ １ 日（ 金） に「 第３ 回学校運営協議会」 を開催し 、 委員の皆

様と 分析・ 検討を 行いま し た。 アン ケート 結果から 見た傾向や特徴は下記のと おり です。

委員の皆様から いただいたご意見を 踏ま え、 生かし ていき たいと 思いま す。  

 アンケート 結果の詳細につき ま し ても 、 掲載し ま す。 よ ろし く お願いいたし ま す。  

 

◎ 児童への質問で「 満足でき る 」 と 認めら れる 項目 

・ 「 学校へ行く こ と が楽し い」                    ⇒82. 3％ 

・ 「 学校の行事は楽し く 、 積極的に参加し ている 」           ⇒86. 2％ 

・ 「 授業は分かり やすく 楽し い」                   ⇒82. 9％ 

 ・ 「 授業では、 友達の意見や感想を よ く 聞く よ う にし て いる 」      ⇒86. 8％ 

 ・ 「 授業では、 分から な いこ と を て いねいに教え て も ら え る 」      ⇒85. 6％ 

 ・ 「 先生はわた し のよ いと こ ろ を みと めて く れて いる 」         ⇒80. 3％ 

 ・ 「 道徳の時間な ど を 通し て、 命や仲間の大切さ を 学ぶこ と ができ る 」  ⇒82. 9％ 

新型コ ロ ナ感染症が五類へ移行と な り 、 今年度はど の活動も 特に制限な く 実施す

る こ と ができ ま し た。学校生活において 、子ど も たち にと っ て悲し いこ と や苦し いこ

と 、 辛いこ と も き っ と あ る はずですが、 それでも「 学校へ行く こ と が楽し い」 と いう

回答が、 昨年度よ り ５ ％ア ッ プし て 、 80％を 超え ている のは嬉し い結果です。 その要

因と し ては、上記にあ る よ う に学校行事や授業の充実、教職員と の良好な関係など が

挙げら れま す。全体的には欠席も 少なく 、子ど も たち はおおむね良好な 生活を 送っ て

いる と 感じ ま す。  

 

● 児童への質問で「 改善を 要する 」 と 思われる 項目 

  ・ 「 大き な声であ いさ つや返事ができ る 」               ⇒69. 7％ 

  ・ 「 進んで自分の意見や感想な ど を 発表し て いる 」           ⇒53. 3％ 

・ 「 自分が困っ た り 悩んだり し た と き に、 相談でき る 先生がいる 」    ⇒64. 5％ 

あ いさ つの大切さ については言わずも がなで、 本校において も 継続的に呼びかけ、

取り 組んでいる と こ ろ です。 幸い、 ご 来校いただいた 方から は「 よ く あ いさ つができ

る 」 と いう お言葉を いた だく こ と が少な く あ り ま せん。 し かし 、 子ど も た ち の回答

や、 地元、 地域の声を 聞く と 「 ま だ十分ではない」 と いう 感じ がし ま す。 運営協議会

においても 、 「 地域でも し っ かり でき て いる かと いう 視点を も つこ と が大事であ る 」

と いう ご 指摘を いただき ま し た 。正門付近でのあ いさ つ運動は、今も 行われて いま す

が、 気持ちのよ いあ いさ つが定着する こ と を 目標にし ていき ま す。  

自分の意見や感想を 発表する こ と は、毎年の課題です。今年度、「 わく わく タ イ ム 」

と いう 子ど も た ち 同士がかかわり 合う 活動も 始ま り ま し た 。 成果が出る こ と を 期待

し ていま す。  

相談事について は、 先生、 保護者、 友達の誰か、 言え る 相手がいる こ と が大切と い

う ご 意見を 協議会でいた だき ま し た 。  

今後も 、 地域や保護者と の交流・ 体験活動を 大切にし 、 子ど も た ちを 育てて いき た

いと 考え ていま す。  
 

 



類 No 診断内容 A B C D

児童 2 　　学校へ行くことが楽しい。 36.2 46.1 13.8 3.9

保護者 2 　　子どもは、学校へ行くのを楽しみにしている。 37.0 50.7 8.9 3.4

教職員 1 　　子どもは、学校へ行くのを楽しみにしている。 50.0 50.0 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 3 　　大きな声であいさつや返事ができる。 28.3 41.4 24.3 5.9

保護者 4 　　子どもは、あいさつや返事がよくできている。 31.5 47.9 18.5 2.1

教職員 2 　　子どもは、あいさつや返事がよくできている。 21.4 57.1 21.4 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 4 　　学校の行事（坂フェスや学年行事など）は楽しく、積極的に参加している。 60.5 25.7 9.9 3.9

保護者 5 　　子どもは、学校行事(坂フェス・学年行事など)に積極的に参加している。 65.8 28.1 2.7 3.4

教職員 3 　　子どもは、学校行事(坂フェス・学年行事など)に積極的に参加している。 64.3 35.7 0.0 0.0

学校教育活動の評価比較        Ａ＝あてはまる（そう思う）　                   Ｂ＝だいたいあてはまる（だいたいそう思う）
                                                       Ｃ＝あまりあてはまらない（あまりそう思わない）    Ｄ＝あてはまらない（そう思わない）

  児童、保護者、教職員のすべてにおいて、上向きの結果が表れた。実際、「学校の楽しさ」のとらえ方には難しさがあ
り、児童にとって楽しいことも苦しいことも混在しているというのが正しいのかもしれないが、それでも友達と関わり合いな
がら活動する児童の笑顔もよく見られる。一生懸命がんばることが好きな児童をこれからも育てていきたい。

児童が「できている」の回答が約７０％に対して、保護者と教職員は約８０％であった。来校者から「よく挨拶ができる子ど
もたち」というお言葉をいただくことは少なくないが、児童の自己評価からは「まだまだ」「もっとできる」という意識が伺え
る。代表委員会主導のあいさつ運動も展開されており、ますますのレベルアップが見込まれるところである。

８６％の児童が「楽しい・積極的に取り組んでいる」と答えた。保護者は９４％で、高い評価を得ている。子どもたち一人一
人が一生懸命さを表し、輝く時間になっていると感じる。「がんばることってよいことだ」を体感できるよう、これからも大切
にしていきたい。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 5 　　体育の授業や放課などで、積極的に体力づくり（運動）をしている。 31.6 47.4 16.4 4.6

保護者 6 　　子どもは、体育の授業や放課などで積極的に体力づくり（運動）をしている。 45.9 30.8 19.2 4.1

教職員 4 　　子どもは、体育の授業や放課などで、積極的に体力づくり（運動）をしている。 14.3 71.4 14.3 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 6 　　授業は分かりやすく楽しい。 44.1 38.8 12.5 4.6

保護者 7 　　子どもは、授業が分かりやすく、楽しいと言っている。 22.6 45.9 27.4 4.1

教職員 5 　　子どもは、授業が分かりやすいと感じている。 7.1 92.9 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 7 　　授業では、進んで自分の意見や感想などを発表している。 23.7 29.6 39.5 7.2

保護者 8 　　子どもは、進んで自分の意見や感想を発表していると言っている。 17.1 35.6 33.6 13.7

教職員 6 　　子どもは、進んで自分の意見や感想を発表している。 21.4 50.0 28.6 0.0

学校教育活動の評価比較

「積極的にしている」の回答が、児童は７９％で、昨年より１３％増加した。保護者は７７％で微増、教職員は８６％で１０％
の増加である。朝のきらきらタイムが定着したためか、三者とも増加という結果であった。実際、放課に外で元気よく遊ぶ
児童もよく見られ、１２月のマラソン大会でも自分の目標達成に向けての取組がよくできていた。

８３％の児童が「分かりやすくて楽しい」と答えている。昨年度より４％増加で、保護者は約６９％で５％減少である。伝え
合いに重きを置いたり、タブレットを利用したりなどの工夫をしながら、全員参加を常に目指している。今後も楽しくて分か
りやすい授業づくりをしていきたい。

「進んで発言している」と答えた児童は５３％で、昨年度並みであった。保護者も５３％である。児童においては、「あては
まらない」の児童が減っているところがひとつの成果といえる。教職員は７１％で、微減である。進んで発言しようとする意
識が高まるよう、発問等も工夫しながら、指導を継続的に行っていきたい。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 8 　　授業では、友達の意見や感想をよく聞くようにしている。 42.1 44.7 11.8 1.3

保護者 9 　　子どもは、友達の意見や感想を聞くようにしていると言っている。 22.6 45.9 25.3 6.2

教職員 7 　　子どもは、友達の意見や感想を聞くようにしている。 21.4 42.9 35.7 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 9 　　授業では、分からないことをていねいに教えてもらえる。 46.1 39.5 9.9 4.6

保護者 10 　　先生は、授業でわからないことをていねいに教えてくれると言っている。 26.0 45.9 25.3 2.7

教職員 8 　　私は、授業でわからないことをていねいに教えている。 35.7 64.3 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 11 　　自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）に、相談できる友達がいる。 61.8 15.1 14.5 8.6

保護者 11
　　子どもは、自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）に、相談できる友達
がいると言っている。

28.1 38.4 24.7 8.9

教職員 9
　　子どもは、自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）に、相談で
きる友達がいる。

14.3 71.4 7.1 7.1

学校教育活動の評価比較

８７％の児童が「友達の意見や感想をよく聞くようにしている」と答えた。昨年度より５％増加している。伝え合いを推奨す
る上で、しっかり話を聞く姿勢は徹底させたいので、嬉しい評価である。保護者や教職員の回答とには若干のずれがある
が、授業のみならず、全校朝会や集会の場、朝夕の会等、様々な場面でしっかり話が聴けるよう、継続して指導をしてい
きたい。

８６％の児童が「分からないことをていねいに教えてもらえる」と答えた。昨年度より５％増加している。保護者は７２％で
５％減少である。教職員は全員がていねいな指導を心掛けている。今後も子どもたち一人一人に目を向け、子どもの思
いに寄り添った指導をしたい。

７７％の児童が「相談できる友達がいる」と答えた。昨年度よりやや減少している。保護者は６５％で、こちらも微減であ
る。教職員は８６％で、昨年より２０％増加している。児童の残りの２３％に目を向けた指導が何よりも大切である。これか
らも、子どもたちの良好な関係づくりに努めていきたい。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 12 自分が困ったり悩んだりしたとき、保護者に相談できる。 44.1 30.9 18.4 6.6

保護者 12 子どもは自分が困ったり悩んだりしたときに、保護者に相談できると言っている。 40.4 41.1 13.7 4.8

類 No 診断内容 A B C D

児童 13 　　自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）、相談できる先生がいる。 42.1 22.4 23.0 12.5

保護者 13
　　子どもは、自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）に、先生に相談がで
きると言っている。

19.2 37.0 36.3 7.5

教職員 10
　　子どもは、自分が困ったり悩んだりしたとき（いじめられたときなど）に、相談できる先生
がいる。

28.6 64.3 7.1 0.0

類 No 診断内容 A B C D

児童 15 　　学級に問題があれば、みんなで協力して解決できる。 33.6 44.7 17.1 4.6

教職員 11 　　子どもは、学級に問題があれば、みんなで協力して解決できる。 14.3 78.6 7.1 0.0

学校教育活動の評価比較

約６５％の児童が「相談できる先生がいる」と答え、全体としては昨年度並みであった。保護者も約５６％でやや減少。教
職員は約９３％でかなり増加である。児童の「あてはまらない」という回答約３６％を真摯に受け止め、子どもたちが心を
開いて、教職員に安心して相談できるような関係を築いていきたい。

７８％の児童が「みんなで協力して解決できる」と答えた。昨年度とほぼ同じ数値である。教職員は９３％で、昨年度より
大きく増加している。今後も子ども同士の自治意識を高められるように、諸問題を自分たちで解決できるような手立てを
教職員が考えるなど、よりよい学級づくりに努めていきたい。

相談できるという回答が７５％、相談してもらえるが約８２％であった。「十分にあてはまる」の回答にやや差があるが、悩
みを抱えた子どもにとって保護者の存在の重要性がうかがえる。親子のコミュニケーションを大切にしながら、学校でも支
援をしていきたい。
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に、 相談できる先生がいる。

13
 

13
 

10
 

児
童

保
護

者
教

職
員

A B C D

33.6 

14.3 

44.7 

78.6 

17.1 
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学級に問題があれば、 みんなで協力して解決できる。

子ども は、 学級に問題があれば、 みんなで協力して解決できる。
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自分が困ったり 悩んだり したと き、 保護者に相談できる。

子ども は自分が困ったり 悩んだり したと きに、 保護者に相談できると 言ってい

る。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 14 先生はあなたのよいところをみとめてくれている。 50.0 30.3 14.5 5.3

保護者 15 教職員は、子どもの気持ちをよく理解し、人権を尊重している。 36.3 47.3 13.0 3.4

教職員 12 私は子どもの気持ちをよく理解し、人権を尊重している。 28.6 64.3 7.1 0.0

類 No 診断内容 A B C D

保護者 16 教職員は、子どものまちがった行動（問題行動）を適切に指導している。 39.0 49.3 8.2 3.4

教職員 13 私は、子どものまちがった行動（問題行動）を適切に指導している。 50.0 50.0 0.0 0.0

児童 16      インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染に気をつけた生活ができている。 48.0 32.9 12.5 6.6

保護者 23 　　学校は、状況に応じた各種感染予防対応に十分努めている。 29.5 55.5 12.3 2.7

教職員 22 　　学校は、状況に応じた各種感染予防対応に十分努めている。 28.6 64.3 7.1 0.0

「先生は自分のよいところを認めてくれる」と回答した児童は８０％で、保護者は８４％と高い評価を得た。ありがたく
感じるとともに、その期待に一層応えていかなくてはと強く感じる。子どもの自己肯定感を高めることは、学校におい
ても極めて重要である。子どものよさに気づき、励まし、伸ばしていける教職員でありたい。

約８８％の保護者が「適切に指導している」と答え、昨年並みの結果が出た。指導の意図がきちんと伝わるように、今後
も子どもの行動をよく把握し、適切に指導できるように努めていきたい。

学校教育活動の評価比較

児童の約８１％、保護者の８５％が「感染に気をつけた生活ができている」「学校は感染予防対応に努めている」と答え
た。児童の意識が昨年度より高まっている。保健委員会や教職員の呼びかけの成果と考える。今後も対策をしっかりとり
ながら、学校生活の保障をしていきたい。
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教職員は、 子どものまちがった行動（ 問題行動） を適切に指導している。

私は、 子ども のまちがった行動（ 問題行動） を適切に指導している。
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先生はあなたのよいと こ ろをみと めてく れている。

教職員は、 子どもの気持ちをよく 理解し、 人権を尊重している。

私は子ども の気持ちをよく 理解し 、 人権を尊重している。
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インフルエンザや新型コロナウイルスなどの感染に気をつけた生活ができ

ている。

学校は、 状況に応じた各種感染予防対応に十分努めている。

学校は、 状況に応じた各種感染予防対応に十分努めている。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 10 　　道徳の時間などを通して、命や仲間の大切さを学ぶことができる。 62.5 20.4 11.2 5.9

保護者 18 　　学校は、道徳の時間等を通して、命や仲間を大切にする心を育もうとしている。 39.7 49.3 8.2 2.7

教職員 16 　　私は、道徳の時間等を通して、命や仲間を大切にする心を育もうとしている。 57.1 42.9 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

保護者 17 　　教職員は、いじめに対して適切に指導している。 30.1 53.4 12.3 4.1

教職員 14 　　私は、いじめに対して適切に指導している。 57.1 42.9 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

保護者 19 　　学校は、保護者や地域の要望や願いに応えようと努力している。 30.8 56.2 8.2 4.8

教職員 17 　　学校（私）は、保護者や地域の要望や願いに応えようと努力している。 50.0 42.9 7.1 0.0

学校教育活動の評価比較

約８４％の保護者が「適切に指導している」と答えた。昨年度より５％減少である。今後も「いじめは絶対に許さない」「い
じめは決して起こさせない」を強く意識し、児童の普段の様子を把握したり、児童アンケートを活用したりして適切に指導
していきたい。

保護者は８７％、教職員は約９３％が「要望や願いに応えようとしている」と答えた。高い評価を頂いていることを励みにし
ながら、今後も保護者や地域の声を真摯に受け止め、よりよい学校づくりに努めていきたい。

児童で８３％、保護者の８９％が「適切に指導している」と回答した。道徳の指導がより充実されるよう、教員の力量向上
に努めるとともに、学校生活全般で、道徳教育に一層力を入れていきたい。
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教職員は、 いじ めに対して適切に指導している。

私は、 いじめに対して適切に指導している。
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学校は、 保護者や地域の要望や願いに応えよう と 努力している。

学校（ 私） は、 保護者や地域の要望や願いに応えよう と 努力している。
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道徳の時間などを通して、命や仲間の大切さを学ぶことができる。

学校は、道徳の時間等を通して、命や仲間を大切にする心を育もうとしている。

私は、道徳の時間等を通して、命や仲間を大切にする心を育もうとしている。
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類 No 診断内容 A B C D

保護者 20 　　学校は、子どもが学習しやすい環境づくりに努めている。 35.6 51.4 7.5 5.5

教職員 19 　　学校（私）は、子どもが学習しやすい環境づくりに努めている。 50.0 50.0 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

保護者 21 　　学校は、避難訓練や交通安全指導等、安全・安心な学校づくりに努めている。 49.3 40.4 7.5 2.7

教職員 20 　　学校（私）は、避難訓練や交通安全指導等、安全・安心な学校づくりに努めている。 57.1 42.9 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D
保護者 22 　　学校は、よりよい学校づくりに努めている。 39.0 50.7 6.8 3.4
教職員 21 　　学校は働き方改革や業務改善に努めている。 14.3 21.4 57.1 7.1

学校教育活動の評価比較

約９０％の保護者が「安心・安全な学校づくりに努めている」と答えた。今後も危機管理や安全教育に力を入れ、子どもた
ちの安全を考えた学校づくりに努めていきたい。

約９０％の保護者が「よりよい学校づくりに努めている」と答えた。この質問の始まった５年前から続けて、高い支持をい
ただいている。教職員の働き方改革に関する意識は、まだまだ自身の改革や業務改善が整っていないと感じているよう
である。多忙化解消をすることで、教職員がいつも元気に子どもたちへの指導ができるにしていきたい。

８７％の保護者が「学習しやすい環境づくりに努めている」と答えた。これには、落ち着いた雰囲気に加えて、安全・安心面
における信頼も含まれているように思う。今後も危機管理や安全教育に力を入れ、子どもたちの安全を考えた学校づくり
に努めていきたい。
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学校は、 子ども が学習しやすい環境づく り に努めている。

学校（ 私） は、 子ども が学習しやすい環境づく り に努めている。

20
 

19
 

保
護

者
教

職
員

A B C D

49.3 

57.1 

40.4 

42.9 

7.5 

0.0 

2.7 
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学校は、 避難訓練や交通安全指導等、 安全・ 安心な学校づく り に努めてい

る。

学校（ 私） は、 避難訓練や交通安全指導等、 安全・ 安心な学校づく り に努

めている。
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学校は、 より よい学校づく り に努めている。

学校は働き方改革や業務改善に努めている。
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類 No 診断内容 A B C D

教職員 15 私には、自分の悩みや相談を聞いてくれる上司、同僚がいる。 35.7 64.3 0.0 0.0

類 No 診断内容 A B C D

保護者 3 子どもは、毎日学校での出来事を話す。 40.4 32.2 23.3 4.1

類 No 診断内容 A B C D

保護者 14 担任などの教職員とは、連絡・相談が気軽にできる。 32.9 42.5 19.9 4.8

教職員 18 学校（私）は、保護者から相談や連絡をよく受ける。 28.6 42.9 28.6 0.0

保護者の約７５％が「気軽に相談できる」と回答している。しかし、何でもすぐに相談している訳ではないことが、教職員の
回答からもうかがえる。子どもの健やかな成長のためには学校と家庭の連携は不可欠である。良好な関係づくりとその
継続に勤めていきたい。

学校教育活動の評価比較

「悩みや相談を聞いてくれる上司、同僚がいる」の回答は１００％であった。風通しのよい環境をつくることが、教職員の
心身の健康につながり、子どもへの適切な指導につながると考えられる。お互いが気軽に声をかけられる職場づくりに
努めていきたい。

毎日学校での出来事を話すという回答がおよそ７３％で、昨年度より５％減少した。親子のコミュニケーションを図るとと
もに、学校のことを知っていただくことが、健全な子どもの育成には必要と考える。子どもが話をしたくなる魅力ある学校
づくりに努めていきたい。
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教職員は、 子どものまちがった行動（ 問題行動） を適切に指導している。

私は、 子ども のまちがった行動（ 問題行動） を適切に指導している。
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類 No 診断内容 A B C D

児童 17 地域の方から学ぶことや、地域の方と取り組む活動を楽しく感じる。 46.1 31.6 19.1 3.3

保護者 24 子どもは、地域の方から学ぶことや、地域の方と取り組む活動を楽しく感じる。 37.0 47.9 11.6 3.4

教職員 23 子どもは、地域の方から学ぶことや、地域の方と取り組む活動を楽しく感じる。 28.6 71.4 0.0 0.0

学校教育活動の評価比較

今年度、新設の質問事項である。児童の約７８％が「地域の方とのかかわり」を楽しいと感じているようである。本校は、
以前から地域交流がさかんで、多くの方が講師を務めてくださっていることをありがたく感じる。保護者、教職員の回答か
らも高い支持がうかがえる。
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地域の方から学ぶこ と や、 地域の方と 取り 組む活動を楽しく 感じる。

子ども は、 地域の方から学ぶこと や、 地域の方と 取り 組む活動を楽し く 感じ

る。

子ども は、 地域の方から学ぶこと や、 地域の方と 取り 組む活動を楽し く 感じ

る。

17
 

24
 

23
 

児
童

保
護

者
教

職
員

A B C D25


